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申請者は，24 例 24 股の片側ペルテス病患児を対象とした．単純 X 線で大腿骨頭側方化を評
価し，最終調査時の股関節形態を修正 Stulberg 分類を用いて分類した．ClassⅠ，Ⅱを Good 群，
classⅢ，Ⅳ，Ⅴを Poor 群とし，大腿骨頭側方化との関係を検証した．MRI で関節水腫の程度お
よび大腿骨頭内側関節軟骨の肥厚度を評価し，大腿骨頭側方化との関係について経時的に検討
した．また大腿骨頭内側下方に出現する異常像を有する症例を A 群，有さない症例を N 群に分
類し，大腿骨頭側方化および最終調査時の股関節形態との関係について検証した． 
最終調査時の股関節形態の評価は，Good 群が 17 例，Poor 群が 7 例であった．Poor 群の大腿
骨頭側方化は全観察期間を通じて Good 群より高値であった．発症後 6 ヵ月以降において，関
節水腫の程度および大腿骨頭内側関節軟骨の肥厚度と大腿骨頭側方化に相関を認めなかった．
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